
子どもの学習・生活支援事業
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将来の自立に向けた包括的な支援 ： 単に勉強を教えるだけではなく、居場所づくり、日常生活の支援、親への養育支援などを通じて、子どもの将来
の自立に向けたきめ細かで包括的な支援を行う。

世帯全体への支援 ： 子どもの学習・生活支援事業を入口として、必要に応じて自立相談支援事業等と連携することで世帯全体への支援を行う。
→子どもの学習・生活支援を通じて、子ども本人と世帯の双方にアプローチし、子どもの将来の自立を後押し（貧困の連鎖防止）

支援のイメージ

＜子どもの課題とその対応＞

・日々の学習習慣の習慣づけ、授業等の
フォローアップ
・高校進学支援
・高校中退防止（定期面談等に
よる細やかなフォロー等） 等

学習支援
（高校中退防止の取組を含む）

・学校・家庭以外の居場所づくり
・生活習慣の形成・改善支援
・小学生等の家庭に対する巡回支援の
強化等親への養育支援を通じた家庭
全体への支援 等

生活習慣・育成環境の改善

高校生世代等に対する以下の支援を強化
・進路を考えるきっかけづくりに資する
情報提供
・関係機関との連携による、多様な
進路の選択に向けた助言 等

教育及び就労（進路選択等）に関する支援

子どもの学習・生活支援事業

・高校進学のための学習希望
・勉強、高校卒業、就労等の意義を感じられない

学習面
・家庭に居場所がない
・生活習慣や社会性が身についていない

・子どもとの関わりが少ない
・子育てに対する関心の薄さ

上記課題に対し、総合的に対応

生活困窮世帯の子ども等を取り巻く主な課題

生活面 親の養育

令和４年度予算にて生活習慣・環境改善加算額を400万円増額
→ 将来を考えるきっかけとなる職業体験や体験学習、保護者への進路相談会の開催など、より手厚い生活支
援を行い、保護者も含めた世帯全体への支援の充実を図る。 1

○ 「貧困の連鎖」を防止するため、生活保護受給世帯の子どもを含む生活困窮世帯の子どもを対象に学習支援事業を実
施。各自治体が地域の実情に応じ、創意工夫をこらし実施（地域資源の活用、地域の学習支援ボランティアや教員ＯＢ
等の活用等）。改正法において、生活習慣・育成環境の改善に関する助言や進路選択、教育、就労に関する相談に対す
る情報提供、助言、関係機関との連絡調整を加え、「子どもの学習・生活支援事業」として強化。

令和４年度予算 594億円の内数

補助率 国１／２

令和４年度予算（生活支援の充実）

参考３



生活支援等の効果

• 子どもたちの自己肯定感の向上・夢や目標が持てるようになる。
• 子ども食堂・フードバンクと連携することで新たな支援対象の把握に繋がる。また、体験活動を地域と連携することで
地域の見守りネットワークが形成される。さらに、児相と連携しておくことで緊急時の連携が円滑となる。

○ 東京都足立区では、生活困窮者自立支援法が施行される以前から、子どもの学習・生活支援事業の前身となる「居場所を兼

ねた学習支援」を実施しており、きめ細かい生活支援や、地域と連携した将来を考えるきっかけとなる体験活動等の実施に加

え、家庭の情報共有と課題解決支援などに取り組み、子どもを入り口に世帯全体への支援に取り組んでいる。

実施方法：集合型＋訪問型

委託先：NPO法人キッズドア、NPO法人カタリバ

事業費：161,442千円（国庫補助額40,925千円）

支援実績：主に週６日。区内４拠点。

対象世帯：生活保護受給世帯、就学援助制度利用

世帯、児童扶養手当受給世帯、ひとり親世帯 等

対象年齢：中学生及び高校生等

実施方式 居場所の提供、体験活動等：企業見学・職業体験や農業体験、学校見学や

地域の祭り、ボランティア活動等、さまざまな活動を行っている。活動に

あたっては、アーティストやクリエーターによるイベントや、地元の飲食

店によるワークショップ等、地域の町会・自治会、社会奉仕団体、NPO、

ボランティア等と連携し、メニューを充実させている。また、課題を持つ

子どもにとって今後学ぶべきお金や性についてのリテラシーを育むプログ

ラムを、企業や団体の協力を得て実施している。

個別支援：登録しても参加がない利用者へ相談員を派遣して利用を促し、

必要に応じてＳＳＷ、CW等と連携して対応するほか、他の支援機関に繋

げる。

養育者・世帯支援：保護者相談会等の開催や、電話・メールによる個別相

談も随時実施し、学習や家庭の悩みを聞くとともに、奨学金等の情報提

供・制度の紹介、各種制度（利用勧奨、提出資料の作成支援、同行支援

等）の利用を促すほか、必要に応じて他の支援機関に繋げている。

主な連携先：中学校、高校、子ども食堂、フードバンク、地域企業等、児

童相談所、民生委員 等

（出典）令和２年度社会福祉推進事業「子どもの学習・生活支援事業の支援効果を高める連携手法等に関する調査研究事業 報告書」及び厚労省調べにより作成、区の概要や事業費は令和3年10月31日時点

（ワークショップ）

進学 登録人数 進学 就職等

決定率 （中３） 人数 全日制
定時

制等
その他

１００％ ７３ ７３ ４６ ２２ ５ ０

利用者のうち中学３年生の進学先

東京都足立区 きめ細かい生活支援等

将来を考えるきっかけとなる体験活動等に取り組んでいる事例
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